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いろいろな業種の仕事を体験高血圧予防の普及・啓発
　総領中学校職場体験学習・7/4 ～ 7/8　口北郵便局　高血圧予防に協力・6/29 ～ 10/31

　総領中２年生が、町内の事業所などで職場体験学習
を行い、10 人が参加しました。
　市役所総領支所には１人の生徒が職場体験に訪れ、
住民告知放送の録音やシルバーリハビリ体操講座の補
助、期日前投票に来た人への会場案内など、多くの仕
事を経験しました。
　生徒は「放送をしたり、イベントの看板を作ったり、
たくさんの仕事に関われて、楽しかった。職場体験を
通して、市役所には、たくさんの種類の仕事があるこ
とを知ることができた」と話しました。

　口北郵便局の皆さんが、高血圧予防を啓発するポロ
シャツを着て、業務を行っています。　
　このポロシャツは、市が市民全体の血圧を５パーセ
ント下げることを目標に作成したもので、目指すべき
血圧の数値やプロジェクト名が記されています。
　このたび、口北郵便局がこの趣旨に賛同し、普及・
啓発に協力してもらえることになりました。郵便局の
皆さんは、ポロシャツを着用し、窓口業務の傍ら適切
な量の塩分摂取を呼び掛けています。
　口北郵便局の白

し ら ね

根孝
た か ひ ろ

浩局長は「この事業を一緒に盛
り上げたいという思いで始めた。高血圧予防のきっか
けになればと思う」と話しました。

№1№2

▲ポロシャツを着た口北郵便局の皆さん ▲告知放送の録音を行う生徒

水中での平泳ぎの動きを解説浅いプールで初心者にクロールの基本を指導

左から木山市長、森多さん、井澤さん、赤木さん、森末さん、
柿内本部長

プール内で浮きを使った運動を実施

　

７
月
２
日
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

水
泳
教
室
を
西
城
温
水
プ
ー
ル

「
水
夢
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ

ス
ト
で
、
庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
大

使
の
金か

ね
と
う藤
理り

え絵
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
市
内
小
学
生
45
人
が
初

級
コ
ー
ス
と
中
上
級
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

初
級
コ
ー
ス
で
は
、
ク
ロ
ー

ル
の
形
や
息
継
ぎ
の
方
法
を
学

び
、
中
上
級
コ
ー
ス
で
は
、
ク

ロ
ー
ル
に
加
え
、
平
泳
ぎ
の
練

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

金
藤
さ
ん
は
指
導
の
中
で

「
ス
ポ
ー
ツ
で
も
勉
強
で
も
、

で
き
る
か
で
き
な
い
か
で
は
な

く
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と

が
大
切
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

し
た
。

　

児
童
は
「
ク
ロ
ー
ル
の
泳
ぎ

方
や
息
継
ぎ
の
仕
方
が
わ
か
っ

た
！
」「
金
藤
さ
ん
の
よ
う
に

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
！
」

と
話
し
、
有
意
義
な
一
日
と

な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

木
山
耕
三
市
長
と
自
衛
隊
広
島

地
方
協
力
本
部
柿か

き
う
ち内
敦あ

つ
し志
本
部
長

が
連
名
で
、
自
衛
官
募
集
相
談
員

を
委
嘱
し
、
６
月
16
日
に
委
嘱
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

委
嘱
さ
れ
た
の
は
、
森も

り
た多
邦く

に
ゆ
き行

さ
ん
、
井い

ざ
わ澤
継つ

ぐ
お男
さ
ん
、
赤あ

か
ぎ木

忠た
だ
の
り德
さ
ん
、
森も

り
す
え末
一ひ

ふ

み

二
三
さ
ん
、

青あ
お
な
み波
倍ま

す
み己
さ
ん
の
５
人
で
す
。
今

後
、
５
人
は
自
衛
隊
入
隊
希
望
者

へ
の
情
報
提
供
や
、
自
衛
官
募
集

の
広
報
に
協
力
し
ま
す
。

　

木
山
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
近

年
、
全
国
各
地
で
災
害
が
発
生

し
、
日
々
の
暮
ら
し
に
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
す
リ
ス
ク
が
増
加
し
て

い
る
状
況
の
中
、
自
衛
官
の
役
割

は
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
相
談
員

の
皆
さ
ん
に
は
、
今
後
も
多
く
の

人
材
の
確
保
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

市
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
東

城
を
活
用
し
、「
温
泉
健
康
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
健
康
の
保
持
・
増

進
を
目
指
し
、
６
月
か
ら
令
和
５
年

３
月
ま
で
の
全
12
回
、
健
康
運
動
指

導
士
や
保
健
師
の
指
導
の
下
、
室
内

で
の
体
操
と
プ
ー
ル
で
の
水
中
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

水
中
運
動
を
指
導
す
る
大お

お
た田
み
ど

り
指
導
士
は
「
身
体
機
能
を
維
持
の

た
め
に
、
定
期
的
に
参
加
し
て
運
動

を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、
参
加

者
は
「
体
が
軽
く
な
っ
た
」「
姿
勢

が
良
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
、
東
城
支
所
市

民
生
活
室
（
☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐

５
１
３
１
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

オリンピック金メダリストが指導
レベルアップ水泳教室

生涯
学習課

入隊希望者のよき相談役として
自衛官募集相談員委嘱式

総務課

体操とプールでリフレッシュ
温泉健康教室

東城支所

　

本
年
度
の
庄
原
市
優
良
建
設
工
事
施
工
業

者
の
認
定
式
な
ら
び
に
優
良
技
術
者
の
表
彰

式
を
７
月
20
日
、市
役
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
会
社
の
技
術
力
向
上

を
目
的
と
し
て
、
市
が
発
注
す
る
契
約
額

５
０
０
万
円
以
上
の
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

品
質
や
出
来
栄
え
、
安
全
対
策
な
ど
を
総
合

的
に
評
価
す
る
「
工
事
成
績
評
定
点
」
が
82

点
以
上
（
満
点
１
０
０
点
）
の
成
績
を
収
め

た
工
事
の
施
工
業
者
お
よ
び
技
術
者
を
認

定
・
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
３
年
度
に
完
成
し
た
対
象
工
事
56
件

の
う
ち
、
優
れ
た
施
工
技
術
に
よ
り
認
定
基

準
を
満
た
し
た
４
社
を
「
優
良
建
設
工
事
施

工
業
者
」
と
し
て
認
定
し
、
工
事
を
担
当
し

た
技
術
者
を
「
優
良
技
術
者
」
と
し
て
表
彰

し
ま
し
た
。

建設会社と技術者の施工能力を評価
優良建設工事施工業者の認定、優良技術者の表彰

管財課

○優良建設工事施工業者および優良技術者（敬称略）

優良建設工事施工業者 対象工事 優良技術者

㈱大歳組（東本町）
市道絞り中原線(2期)道路改良工事 奥

おくなが

永　純
じゅんや

也

口和中学校テニスコート法面災害復旧工事 山
やまもと

本　和
か ず み

己

小林建設㈱（東本町） 庄原駅前広場周辺公園整備工事 吹
ふ き の

野　誠
せ い じ

二

西城建設㈱（西城町） 市道西城小奴可線道路改良工事 太
お お た

田　尚
たかひろ

宏

宮田建設㈱（東城町） 市道本町中央線外整備工事 谷
たに

　　龍
た つ ま

魔

 

認
定
制
度
を
創
設
し
た
平
成
20
年
度

か
ら
、
㈱
大
歳
組
は
７
度
目
、
小
林
建

設
㈱
は
４
度
目
、
西
城
建
設
㈱
、
宮
田

建
設
㈱
は
と
も
に
２
度
目
の
認
定
と
な

り
ま
し
た
。

 

木
山
市
長
は
認
定
書
と
表
彰
状
を
手

渡
し
「
引
き
続
き
公
共
工
事
の
品
質
確

保
と
、
安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
地
域

の
発
展
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

前
列
左
か
ら
㈱
大
歳
組 

専
務
取
締
役 

京
本
憲
幸
さ
ん
、

小
林
建
設
㈱ 

常
務
取
締
役 

清
水
徳
雄
さ
ん
、木
山
市

長
、西
城
建
設
㈱ 

代
表
取
締
役 

石
川
秀
基
さ
ん
、宮
田

建
設
㈱ 

代
表
取
締
役 

笹
尾
進
さ
ん

後
列
左
か
ら
奥
永
さ
ん
、山
本
さ
ん
、吹
野
さ
ん
、太
田
さ

ん
、谷
さ
ん



広報しょうばら／ 2022.8　18 19　2022.8 ／広報しょうばら

●市内のイベントやまちの話題をお届けします。  行政管理課広報統計係  ☎ 0824-73-1159 ／ Fax0824-72-3322Camera ReportCamera Report
カメラレポート

３年ぶりの開催
　比和まるごと家族「たなばたまつり」・7/7

　比和まるごと家族「たなばたまつり」が、３年ぶり
に比和自治振興センターで開催されました。
　このイベントは、たなばたまつり実行委員会が主催
し、比和地域の子どもから大人まで、まるで家族のよ
うにつながりを持ち、支えあうための交流の場として、
開催されました。
　当日は、「やっと会えたね」をテーマに、比和保育
所園児による合唱や、あづま太鼓などが披露され、会
場は多くの人でにぎわいました。
　主催者は、「多様な世代に地域交流の場として関わっ
てもらっている。地域づくりのためにも、こういった
集まりの場を大切にしていきたい」と話しました。

遺跡群の魅力を再発見。
　上帝釈　新緑！ウォーク・6/18 №9
　帝釈峡遺跡群発掘 60 周年を記念し、帝釈地域の遺
跡を巡るイベント「上帝釈　新緑！ウォーク」が開催
され、21 人が参加しました。
　これは同地域から発掘された各遺跡の意義や、当
時の文化などを、多くの人に知ってもらうため開催し
たもので、当日は帝釈峡ガイド会の山

やまさき

崎允
まこと

さんと佐
さ こ

古
辰
た つ み

巳さんが、遺跡の歴史について解説を行い、同地域
で最初に発見された「帝釈峡馬

まわたり

渡遺跡」や、国指定の
史跡「寄

よせくら

倉岩
いわかげ

陰遺跡」などの特徴について説明しました。
　また初夏の気持ちのよい晴れの中、参加者は帝釈峡
の遺跡とともに新緑の風景を楽しんでいました。
　参加者は「帝釈の魅力を改めて感じることができた」
と、満足そうに話しました。

▲寄倉岩陰遺跡で説明を受ける参加者▲ステージイベントであづま太鼓を披露

№10

大雨や台風に備えて 日本代表選手の技を体験

芸備線・木次線をＰＲ

防災意識の向上を目指して 「住宅デー」で修繕ボランティア

美しい音色がよみがえる！

　庄原自治振興区　避難訓練・6/26 　庄原合同練習会・7/2　消防団が非常持ち出し袋を配布・6/25 　広島県建設労働組合による奉仕活動・6/26

　ピアノお披露目コンサート・7/2 　宍道駅停車５周年イベント・6/23

　庄原自治振興区自主防災本部主催の避難訓練が、庄
原小学校体育館で実施されました。
　この訓練は、近年の集中豪雨や大型台風による避難
の際、緊急時の役割の確認や、住民に避難を呼びかけ
る体制の充実・強化を図ることを目的に行われました。
　当日は、市から警戒レベル３（高齢者等避難）が発
令されたことを想定し、地域住民が避難所や安全な場
所へ避難したほか、自主防災本部役員と市職員が訪れ
る避難者の受け付けや、対応などの確認を行いました。
　訓練参加者は「避難所の様子や避難ルートの確認が
できてよかった」と話し、一人一人が防災について考
える機会となりました。

　和道流空手道庄原スポーツ少年団が、県内の小・中
学生を対象に合同練習会を開催し、約 250 人が参加
しました。この練習会は、日本代表選手の技術に触れ
るとともに、各道場同士の交流を深めることを目的に
開催されました。当日は、全日本選手権で２連覇を達
成している崎

さ き や ま

山優
ゆ う せ い

成選手を講師に迎え、練習前に行う
ストレッチや、組手での突き・足の動きなど、約３時
間かけて入念な指導が行われました。
　最後には崎山選手の組手の試合が行われ、参加者は、

「崎山選手の突きや蹴りの間合いの取り方がうまく、
スピードも速くて驚いた」と話し、日本代表選手の動
きに目を輝かせました。

　西城町観光協会が、島根県の宍道駅で芸備線・木次
線の PR 活動を行いました。
　備後落合駅と宍道駅は、木次線でつながっており、
西城観光協会と松江観光協会宍道支部は、お互いの沿
線を盛り上げていくため、協力してさまざまなイベン
トを開催しています。
　今回は JR 西日本の豪華寝台列車「トワイライトエ
クスプレス瑞風」の宍道駅停車５周年を記念したイベ
ント「111 回目のお出迎え！」に参加しました。
　イベントでは宍道駅にヒバゴンが招待され、宍道駅
を中心に活動している宍道武者隊と一緒に列車を出迎
え、イベント会場を盛り上げました。

　庄原市消防団西城方面隊第１分団平子班が、西城町
平子地区で、防災グッズ入りの非常持ち出し袋を、各
世帯に１つずつ配布しました。

この取り組みは、平子班が災害時の備えを整備し、
地域全体の防災意識を向上させるため、独自に実施し
たものです。

非常用持ち出し袋には、タオルや防寒用アルミブラ
ンケット、非常用給水バッグなど非常時に最低限必要
な防災グッズが入っています。

受け取った住民の人は「以前も河川の氾濫が起きて、
避難したことがある。非常時のものがまとまっている
のは、とてもありがたい」と話しました。

　広島県建設労働組合第 12 地域連合庄原が、６月
25 日の全国統一「住宅デー」に合わせて、市内の保
育所や子育て支援センターなどを修繕する、技術奉仕
活動を行いました。　
　東城町では７人の組合員が、田森保育所や東城子育
て支援センターなどを訪問し、傷みが目立っていた木
製の棚や看板、屋根を修理しました。
　修理後の家具は、まるで新品のように生まれ変わり、
児童もとても喜んでいました。
　田森保育所の堀

ほ り

寛
ひ ろ こ

子所長は「組合員の皆さんのおか
げで施設が充実している。毎年修繕していただき、感
謝している」とうれしそうに話しました。

　下高自治振興区が、ピアノお披露目コンサートを開
催し、約 70 人が参加しました。
　これは旧下高野山小学校で、約 20 年間眠っていた
ピアノを復活させ、地域を盛り上げようとの思いから
企画されました。
　当日は、町内の児童６人の演奏と、口和町在住のピ
アノ講師の児

こ だ ま

玉麻
あ ゆ

由さん・娘の杏
あ み

実さんによるピアノ
とヴァイオリンの演奏が行われ、会場は美しい音色に
包まれました。
　企画した下高自治振興区の落

お ち あ い

合薫
かおる

さんは「このピア
ノを活用して、子どもたちの発表の場や、地域の人が
音楽に触れる機会をつくっていきたい」と話しました。

№7 №3

№5

№8 №4

№6

▲防災グッズ入りの非常持ち出し袋を手渡す消防団員 ▲田森保育所で修繕を行う組合員の皆さん

▲コンサートを楽しむ参加者

▲避難所で受け付けをする参加者 ▲突きの説明をする崎山選手（写真右）

▲ヒバゴンと宍道武者隊


